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はじめに

Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、レポート、非定型問合せ、OLAP、ダッシュボード、スコアカード、What-If分析など、すべてのエンタープライズのビジネス・インテリジェンス・ニーズを満たす、完全かつオープンな統合ソリューションです。Oracle Business Intelligence Foundation Suiteには、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionが含まれます。

Oracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)は包括的な一連のエンタープライズ・ビジネス・インテリジェンス・ツールおよびインフラストラクチャであり、拡張性のある効率的な問合せおよび分析サーバー、非定型の問合せおよび分析ツール、インタラクティブ・ダッシュボード、プロアクティブ・インテリジェンスとアラート、エンタープライズ・レポート・エンジンなどが含まれます。

このガイドには、Oracle BI Mobileを使用してモバイル機器からデータにアクセスし、そのデータを解析、共有することによってアクショナブル・インテリジェンスの考察やクリティカルでタイムリなビジネス上の決定を実現するための情報が記載されています。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、クリティカルでタイムリなビジネス上の決定を行うためのデータを構成して提示するユーザー(中間層管理者、レポート・スペシャリスト、部門レポータ、情報コンシューマなど)を対象としています。(このガイドでは、レポート・スペシャリストと部門レポータをまとめてコンテンツ・デザイナと呼び、情報コンシューマをエンド・ユーザーと呼びます。)


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメントとその他のリソース

関連するOracle Business Intelligenceのドキュメントのリストは、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

次の関連ドキュメントも参照してください。

	
ご使用のプラットフォームに応じた『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』の「Oracle Business Intelligence」の章


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド




さらに、次もあります。

	
Oracle Business Intelligenceに関連するオンライン・トレーニングのリソースについては、Oracle Learning Libraryを参照してください。


	
製品情報センターに関するサポート・ノート(記事ID: 1267009.1)をMy Oracle Support(https://support.oracle.com)でアクセスしてください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。












 
Oracle Business Intelligence Mobileユーザー向けの新機能

この序章では、Oracle Business Intelligence Mobile 11gリリース1(11.1.1)の新機能とアップグレードに関して考慮事項について説明します。

この序章には、次のトピックが含まれています。

	
「Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.7)の新機能」





Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.7)の新機能

Oracle Business Intelligence Enterprise Editionリリース11.1.1.7では、Androidプラットフォーム向けのOracle Business Intelligence Mobileが導入されました。Oracle BI Mobile for Androidには多くの新機能が含まれます。次に代表的なものを示します。

	
Androidフォンおよびタブレットのプラットフォーム・サポート。


	
BIコンテンツは、コンテンツを再設計することなく、モバイル表示用に最適化され、モバイル・デバイス上でただちに利用できます。


	
Oracle Mobileアプリ・デザイナで作成されたモバイル専用のBIコンテンツを使用することもできます。


	
次のBI EEオブジェクトに対するサポート: ダッシュボード、分析、BI Publisherレポート、ブリーフィング・ブック、スコアカード、パフォーマンス・タイル。


	
分析とダッシュボードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションはすべての分析アクション(ドリル、アクション・リンク、プロンプトなど)を提供します。


	
BI Publisherの場合、すべてのコンテンツがPDFに出力されます。


	
スコアカードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションは分析アクションのサブセットを提供します。


	
デモ・サーバーの事前構成。Oracle BI Mobileの起動後すぐに、サンプル・アプリケーションのバージョンで動作するデモンストレーション・サーバーにアクセスできます。詳細は、「Oracle BI Mobileデモンストレーション・サーバーへのアクセス」を参照してください。


	
音声コマンドを使用したBIコンテンツの検索。


	
音声コマンドを使用したBIコンテンツのオープン。


	
近距離無線通信(NFC)を使用したBIコンテンツおよびサーバー構成のワイヤレスでの共有。









 
1 Oracle Business Intelligence Mobileの概要


この章では、Androidデバイス向けアプリケーションであるOracle Business Intelligence Mobileについて説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
「Oracle Business Intelligence Mobileを使用して実行可能な操作」


	
「Oracle BI Mobileを使用して表示可能なBIコンテンツ」






Oracle Business Intelligence Mobileを使用して実行可能な操作

Oracle Business Intelligence Mobileを使用すると、Androidスマートフォンおよびタブレット上でOracle BIコンテンツを表示し、操作できるようになります。

Oracle BI Mobileを使用して、分析やダッシュボード、BI Publisherのコンテンツ、スコアカードのコンテンツ、エージェントから配信されるコンテンツなど、すべてのBIコンテンツにアクセスし、分析を実行できます。

モバイル機器上でコンテンツを表示するには、デスクトップ・モニター上に同じコンテンツを表示する方法とは異なったプレゼンテーションが必要です。Oracle BI Mobileは、BIコンテンツのプレゼンテーションをモバイル表示向けに最適化します。

Oracle BI Mobileでは、モバイル表示専用に設計されたBIコンテンツ、つまりOracle Mobileアプリ・デザイナで作成されたモバイル・アプリも表示できます。

Oracle BI Mobileは、Google Play Storeからダウンロードします。

このアプリケーションは、Oracle BI Mobileのインストール後に公開デモ・サーバーにアクセスすれば、いつでも試用できます。詳細は、「Oracle BI Mobileデモンストレーション・サーバーへのアクセス」を参照してください。デモの範囲を超えてアプリケーションを使用するには、構成済かつ実行中のOracle BI EEのインスタンスに対するアクセス権を持つ必要があります。

図1-1は、Androidデバイス上の単純なダッシュボードを示しています。


図1-1 Androidデバイス上のOracle BI Mobileダッシュボード

[image: 図1-1については周囲のテキストで説明しています。]



Oracle BI Mobileアプリケーションのナビゲーションについては、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート」を参照してください。また、便利なタッチ・ジェスチャについては、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャ」を参照してください。






Oracle BI Mobileを使用して表示可能なBIコンテンツ

すべてのOracle BIコンテンツは、モバイル機器上で購入するために、すぐに利用可能です。コンテンツを専用のフォルダに移動する必要はありません。コンテンツをモバイル機器上で表示するために、特別に再設計する必要もありません。

Oracle BI Mobileは、次の種類のオブジェクトをサポートします。

	
ダッシュボード


	
分析


	
ブリーフィング・ブック


	
BI Publisherレポート


	
スコアカード




Oracle BI Mobileは、サポートするすべての種類のオブジェクトについて、レポートのほとんどのコンテンツのレンダリングをサポートします。ただし、モバイル・コンテンツ用に最適化するために、コンテンツが変更される場合があります。

Oracle BI Mobileでは、PDF形式の外部コンテンツを表示できます。PDFファイルを開く際、表示するアプリケーションを選択するよう求められます。

分析とダッシュボードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションはすべての分析アクション(ドリル、アクション・リンク、プロンプトなど)を提供します。

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、RSSフィードやカタログ・ビューのレンダリングはサポートしていません。iFrameタグを使用するコンテンツはサポートされてなく、正確なレンダリングは保証されません。








 
2 Oracle BI Mobileの開始


この章では、Oracle BI Mobileの入手方法、ユーザー資格証明の設定方法およびアプリケーションの構成方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
「Androidデバイス用のOracle BI Mobileの入手」


	
「Oracle BI Mobileの起動」


	
「Oracle BI Mobileユーザー資格証明書について」


	
「Oracle BI Mobileデモンストレーション・サーバーへのアクセス」


	
「Oracle BI Mobileの画面構成」


	
「Oracle BI Mobileの構成」






Androidデバイス用のOracle BI Mobileの入手

Oracle BI Mobileをダウンロードするには、デバイスのホーム画面でPlay Storeのアイコン(図2-1を参照)をタップします。


図2-1 Google Play Store内のOracle BI Mobile

[image: Google Play Store内のOracle BI Mobile]



Oracle BI Mobileのダウンロードとインストールの手順は次のとおりです。

	
デバイス上でPlay Storeに移動し、「Oracle」を検索します。


	
「Oracle BI Mobile」カードをタップし、「インストール」をタップします。









Oracle BI Mobileの起動

Oracle BI Mobileアプリケーションは、デバイスの「Home」画面から起動します。




	
注意:

接続先のBIプレゼンテーション・サービス・サーバーがファイアウォールの後方に配置されている場合、仮想プライベート・ネットワーク(VPN)を介して接続する必要があります。詳細は、管理者に問い合せてください。









この項は、次の内容で構成されます。

	
「Oracle BI Mobileの初回起動」


	
「Oracle BI Mobileの再開」






Oracle BI Mobileの初回起動

Oracle BI Mobileアプリケーションは、他のAndroidアプリケーションと同様にホーム画面でランチャ・アイコンをタップして開きます。ただし、初めてOracle BI Mobileアプリケーションを使用する場合は、使用許諾画面が表示された後でログイン・ページが表示されます。そこで初期サーバー接続画面が示され、サーバー構成を追加します。図2-2に、「接続」画面を示します。


図2-2 「接続」画面

[image: 「サーバー設定」画面]



Oracle BI Mobileを初めて起動するには:

	
デバイスのホーム画面で、Oracle BI Mobileランチャ・アイコン(図2-3を参照)をタップします。


図2-3 ホーム画面上のOracle BI Mobile

[image: ホーム画面上のOracle BI Mobile]



エンドユーザー使用許諾条項画面が表示されます。


	
スクロールして使用許諾条項を読み、内容に同意する場合は「受入れ」をタップします。

「接続」画面が表示されます。


	
アクション・バーで追加ボタン(丸で囲まれたプラス記号)をタップします。


	
「接続」画面で、次の指定をします。

	
ニックネーム。サーバー接続の名前を指定します。名前を一度設定すると、変更することはできません。


	
ユーザー名:通常のユーザー名を使用してOracle BI EEに接続します。


	
パスワード:通常のパスワードを使用してOracle BI EEに接続します。


	
パスワードの保存。「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。「オン」に設定した場合、「パスワード」フィールドに入力したパスワードがサーバー構成の一部として保存されます。「オフ」に設定した場合、アプリケーションを起動するたびにパスワードを入力するように求められます。デフォルト設定は「オフ」です。


	
ホスト:接続先のサーバー名を入力します。Oracle BIプレゼンテーション・サービスが稼働しているコンピュータのIPアドレス(例: 192.168.1.1)または完全修飾ホスト名(例: host1.example.com)のいずれかを入力します。tinyurl.com/1234など、サーバーにリダイレクトする代用URLは入力しないでください。


	
ポート:ポート番号(例: 7001)を入力します。


	
SSL/TLS。「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。Secure Sockets Layer(SSL)プロトコルは、システム管理者がOracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーのエントリ・ポイントに構成します。接続先のサーバーにSSLが構成されている場合は、この設定を「オン」に切り替えます。システム管理者は、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーにSSLを構成するように求められます。


	
SSO:「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。シングル・サインオン(SSO)は、システム管理者がOracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーのエントリ・ポイントに構成します。接続先のサーバーにSSOが構成されている場合は、この設定を「オン」に切り替えます。


	
分析パス:たとえば、/analytics/saw.dllなどです。


	
Publisherパス:たとえば、/xmlpserverなどです。この設定は必須ですが、BI Publisherコンテンツにアクセスする場合にのみ使用します。





	
(オプション)「接続」画面を終了せずにサーバー構成を試行する場合、「接続のテスト」をタップします。


	
「完了」をタップします。




サインインしたら、メニュー・アイコン(積み重なった3つの四角形)、「接続」の順にタップして、サーバー構成の変更や新規サーバー接続の追加を行うことができます。詳細は、「Oracle BI Mobileの構成」を参照してください。






Oracle BI Mobileの再開

Oracle BI Mobileから一度離れて戻ると(たとえば、Oracle BI Mobileから離れて他のアプリケーションを使用する場合など)、その前に表示していた画面(およびその前に選択していたサーバー構成)に戻ります。

別のアプリケーションからOracle BI Mobileに簡単に戻るには、下部ナビゲーション・バーの履歴ボタンをタップし、「Oracle BI Mobile」アイコン(図2-4を参照)をタップします。


図2-4 Androidデバイスの履歴画面のOracle BI Mobile

[image: Androidデバイスの履歴画面のOracle BI Mobile]



ユーザーの状態を維持できなくなると(たとえば、デバイスを再起動した場合、長時間の遅延によりオペレーティング・システムがセッションをパージした場合、認証がタイムアウトした場合など)、Oracle BI Mobileは最後に使用した接続への認証を自動的に試みます。








Oracle BI Mobileユーザー資格証明書について

Oracle BI Mobileは、Oracle BIプレゼンテーション・サービスが稼働しているサーバーに構成されているセキュリティ定義と同じセキュリティ定義を使用します。Oracle BI Mobileアプリケーションを起動すると、ユーザーに対して自動的にサイン・インを実行します。プレゼンテーション・サービス・サーバーにシングル・サインオン(SSO)が構成されている場合、Oracle BI Mobileアプリケーションから、ログイン資格証明を入力するように求められます。ユーザーは、WebブラウザからOracle BI EEにログインする場合と同じユーザー名とパスワードを入力して、モバイル機器から接続します。




	
注意:

Oracle BI Mobileアプリケーションでユーザー資格証明を指定しても、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーで使用される資格証明は変更されません。Oracle BI Mobileはプレゼンテーション・サービスと同じ資格証明を使用するため、新たな資格証明を必要としません。














Oracle BI Mobileデモンストレーション・サーバーへのアクセス

Oracle BI Mobileアプリケーションをテストする場合に、組織のOracle BIプレゼンテーション・サービス・サーバーのいずれかに接続を設定する必要がない場合は、Oracle BI Mobileを使用して、一般に公開されて使用できるデモ・サーバーに接続できます。Oracle BI Mobileデモ・サーバーには、作業に使用できるサンプル・コンテンツの完全なセットが用意されています。デモ・サーバーへの接続時にアプリケーションをナビゲートすると、モバイル・ダッシュボード設計のベスト・プラクティスを理解できます。

「接続」ビューで「公開デモ」をタップすると、ログイン資格証明を自動管理するOracle BI Mobileにより、デモ・サーバーに直接移動します。

デモ・サーバーにアクセスするには:

	
デバイスのホーム画面で、Oracle BI Mobileランチャ・アイコンをタップします。


	
「接続」ビューで、図2-2に示す公開デモをタップします。

「最近」ビューが表示されます。


	
「最近」ビューでスワイプしてスクロールダウンし、開きたいカタログ・オブジェクトのカードをタップして選択します。









Oracle BI Mobileの画面構成

Oracle BI Mobileは、デバイスのホーム画面から起動します。この画面では、インストール済の他のアプリケーションはすべてアイコンのように表示されます。

図2-5に示す下部ナビゲーション・バーおよび図2-6に示すアクション・バーを使用してOracle BI Mobileアプリケーション内を移動します。


図2-5 戻るボタンを含む下部ナビゲーション・バー

[image: 戻るボタンを含む下部ナビゲーション・バー]



下部ナビゲーション・バーで左にある戻るボタンを使用して、Oracle BI Mobile内で前の画面に戻ります。たとえば、ダッシュボードの表示から「最近」ビューに戻るなどです。アクション・バーのアップ・ボタン(図2-6でOracle BI Mobileのアプリ・アイコンの横にある左向きの山形)をタップすると、同じく前に戻る動作が実行されます。


図2-6 アップ・ボタン(左向きの山形)を示したアクション・バー

[image: 図2-6については周囲のテキストで説明しています。]



図2-7に示すナビゲーション・ドロワーでは、「最近」、「お気に入り」、「カタログ」など、Oracle BI Mobileアプリケーション内の様々なビューに移動できます。これまでにOracle BI Mobileを起動してBIコンテンツを開いたことがある場合は、最近表示したアイテムが「最近」ビューに表示されます。


図2-7 Oracle BI Mobileのナビゲーション・ドロワー

[image: 図2-7については周囲のテキストで説明しています。]



デバイスのステータス・バー(現在の時刻、バッテリ残量、wi-fi信号強度やその他の情報を示す)の下にはOracle BI Mobileのアクション・バーがあり、ここには多くの場合図2-8に示すメニュー・アイコンが含まれています。


図2-8 アクション・バーのメニュー・アイコン

[image: メニュー・オプションを含むメニュー・アイコン]



メニュー・アイコンをタップしてそのビューで使用可能なオプション(「接続」画面への移動やオンライン・ヘルプ(このガイド)への移動など)を表示します。

アクション・バーには現在のビューのタイトルも表示され、検索およびマイクロフォン・ボタンも含まれます。

メイン画面には現在のビューのコンテンツが表示されます。たとえば、「カタログ」ビューの場合はカタログ・オブジェクトのリストが表示され、「最近」ビューの場合は最近アクセスしたアイテムがカード形式で表示されます。

デバイスの「Home」ボタンを押すと、Oracle BI Mobileから出て、ホーム画面に戻ります。ホーム画面にはデバイス上の他のアプリケーションのアイコンとともにOracle BI Mobileのアイコンがあります。

ラベル表記のないアイコン、ボタンおよびその名前の一覧は、付録A「Oracle BI Mobileのユーザー・インタフェース・リファレンス」を参照してください。

Oracle BI Mobileアプリケーションで役立つタッチ・ジェスチャの一覧は、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャ」を参照してください。






Oracle BI Mobileの構成

Oracle BI Mobileで「接続」ビューを使用してサーバー構成を管理します。「接続」ビューにはアクション・バーでメニュー・アイコンをタップしてアクセスします。

実行可能な他の構成タスクは次のとおりです。

	
サーバー接続の追加、変更および削除


	
サーバー間の切替え


	
Oracle BI Mobile使用時のセキュリティに関する考慮事項






サーバー接続の追加、変更および削除

複数のOracle BIプレゼンテーション・サービス・インスタンスに接続する必要がある場合、複数のサーバー接続を構成する必要があります。「接続」ビューを使用すると、サーバー接続の追加、変更および削除ができます。

サーバー接続を追加するには:

	
BIコンテンツを表示している場合、「最近」、「お気に入り」または「カタログ」ビューに戻ります。




	
注意:

アクション・バーのアップ・ボタンをタップするか、デバイスの下部ナビゲーション・バーの戻るボタンをタップするか、画面の左側からスワイプしてナビゲーション・ドロワーを表示して戻ることができます。










	
アクション・バーでメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。

図2-2に示すような「接続」ビューが表示されます。


	
アクション・バーで追加ボタン(丸で囲まれたプラス記号)をタップします。


	
「接続」ビューでフィールドに入力し、「完了」をタップします。詳細は、「Oracle BI Mobileの初回起動」に記載されている「接続」ビューの各フィールドを参照してください。


	
サーバー接続が追加され、リストに表示(図2-9を参照)されたら、そのカード内のメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。


図2-9 サーバー接続の追加

[image: サーバー接続の追加]



	
「ログイン」ダイアログで、Oracle BIプレゼンテーション・サービスのユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」をタップします。




サーバー接続を変更するには:

	
BIコンテンツを表示している場合、「最近」、「お気に入り」または「カタログ」ビューに戻ります。


	
アクション・バーでメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。

「接続」ビューが表示されます。


	
変更する接続のカード(たとえば、図2-9に示すマイ・サーバー・カード)でサーバー名をタップします。


	
フィールドに変更内容を入力し、サーバー接続の詳細を変更します。終了したら「完了」をタップします。




サーバー接続を削除する手順は次のとおりです。

	
BIコンテンツを表示している場合、「最近」、「お気に入り」または「カタログ」ビューに戻ります。


	
アクション・バーでメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。


	
変更するサーバー接続のカードでメニュー・アイコンをタップし、「削除」をタップします。




	
注意:

サーバー接続が不要になったか確かでない場合は「削除」をタップしないでください。このアクションを元に戻す方法はなく、新しいサーバー接続として接続を追加して戻す必要があります。

















サーバー間の切替え

デフォルトで接続するサーバーを変更できます。変更するとアプリケーションが再起動されます。

デフォルトのサーバーを変更するには:

	
BIコンテンツを表示している場合、「最近」、「お気に入り」または「カタログ」ビューに戻ります。


	
アクション・バーでメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。

「接続」ビューが表示されます。


	
切替え先のサーバー接続のカードでメニュー・アイコンをタップし、「接続」をタップします。

新しいサーバーへの接続を使用してOracle BI Mobileアプリケーションが再起動され、この新しいサーバー接続がデフォルト接続になります。









Oracle BI Mobile使用時のセキュリティに関する考慮事項

Oracle BI Mobileアプリケーションを使用する場合、Oracle BIサーバーに接続して、同じセキュリティ・プラットフォームを利用できます。このセキュリティ・プラットフォームはOracle Fusion Middlewareのインフラストラクチャによって提供されます。

Oracle BI Mobileを使用すると、モバイル・ユーザーは、シングル・サインオン(SSO)とSecure Sockets Layer(SSL)のテクノロジを使用してOracle BIサーバーに接続できるため、安全かつ自動化された方法で資格証明を渡すことができます。ファイアウォールの後方に配置されたサーバーには、VPNを介してOracle BI Mobileで接続できます。



Oracle BI Mobileへのアクセスの無効化

管理者は、Oracle BI Mobileアプリケーションへのアクセスを無効にすることができます。管理者は、デスクトップ版のOracle BI EEの「権限の管理」ページで、「Mobileへのアクセス」という権限を制限することでアクセスを無効にします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のデフォルトのプレゼンテーション・サービス権限の割当てに関する項を参照してください。












 
3 Oracle BI Mobileの使用


この章では、Oracle BI Mobileの操作方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
「Oracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート」


	
「お気に入りの操作」


	
「最近」アイテムおよび履歴の操作


	
「BIコンテンツの検索」


	
「BIコンテンツの共有」






Oracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツ

お気に入りのオブジェクトおよび最近表示したオブジェクトでスワイプまたはスクロールしてデバイス上のBIコンテンツをナビゲートします。これまでに表示またはお気に入りへの登録を行ったことがないBIコンテンツにアクセスする場合は、サーバーでカタログをナビゲートまたは検索します。

ナビゲーション・ドロワーにより、異なる画面間を素早く移動できます。ナビゲーション・ドロワーを表示するには、アクション・バーで図3-1に示すナビゲーション・ドロワー・インジケータをタップします。画面の左側からスワイプしてナビゲーション・ドロワーを表示することもできます。


図3-1 ナビゲーション・ドロワー・インジケータ

[image: ナビゲーション・ドロワー・インジケータ]



図3-2に、ユーザーが「カタログ」ビューを表示している場合のアクション・バーを示します。ユーザーは「共有フォルダ」内の「モバイル」フォルダ内の「電話」フォルダのオブジェクトを表示しています。この例で、共有フォルダに戻るには、アクション・バーの「共有フォルダ」をタップします。


図3-2 アクション・バーを使用したカタログのナビゲート

[image: 図3-2については周囲のテキストで説明しています。]






	
注意:

アクション・バーが表示されていない場合は、1本の指で画面の上部から下にスワイプして表示します。









フォルダ内では、これまでに開いたことがないBIコンテンツは汎用アイコンで表され、開いたことがあるコンテンツは、実際のカタログ・オブジェクトのサムネイル・イメージで表されます。

この項の内容は次のとおりです。

	
「画面の方向および表示レイアウトの切替え」


	
「カタログ内のオブジェクトを開く」


	
「音声コマンドでカタログ・オブジェクトを開く」


	
「MobileアプリケーションでのBIコンテンツの操作について」




アプリケーションの操作に使用するジェスチャの詳細は、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャ」を参照してください。



画面の方向および表示レイアウトの切替え

Androidデバイスの使用中に、表示されるOracle BIコンテンツの表示スタイルやフォーマットに最適な方向でOracle BI Mobileアプリケーションが表示されるように、横方向と縦方向を素早く切り替えることができます。方向を切り替えるには、デバイスを手で回転させます。

デバイスの方向の設定は、図3-3に示す「自動回転」から図3-4に示す「回転のロック」に切り替えることができるロックで制御されます。


図3-3 Androidの自動回転の設定トグル

[image: Androidの自動回転の設定トグル]




図3-4 Androidの回転のロックの設定トグル

[image: Androidの回転のロックの設定トグル]






	
注意:

デバイスの使用中に自動的に方向が変わらないよう画面の方向をロックする場合、画面の右上から通知バーをプルダウンし、「自動回転」をタップしてスイッチを「回転のロック」に切り替えます。









BIコンテンツの表示方法を制御するもう1つの方法は、モバイル・レイアウト・オプションとデスクトップ・レイアウト・オプションの間で選択することです。モバイル・レイアウトでは、ダッシュボード・オブジェクトは垂直スタックで表示されます。デスクトップ画面のダッシュボードで表示されているのと同じ形式でオブジェクトを表示するには、デスクトップ・レイアウト・オプションを選択します。図3-5にデスクトップ・レイアウトのリクエスト・トグルを示します。


図3-5 デスクトップ・レイアウトのリクエスト・トグル

[image: 図3-5については周囲のテキストで説明しています。]







カタログ内のオブジェクトを開く

Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトをデバイス上で開くには、フォルダに対するデバイスの標準的なリスト・ナビゲーションを使用してオブジェクトを検索し、見つかったオブジェクトをタップして開きます。

カタログ・オブジェクトを開くには:

	
フォルダのリストで、次のアクションのいずれかを実行します。

	
フォルダの内容を表示するには、「カタログ」ビューでフォルダをタップします。


	
フォルダのレベルを上に移動するには、アクション・バーでフォルダの名前をタップします。





	
開くオブジェクトが見つかったら、そのオブジェクトをタップします。









音声コマンドでカタログ・オブジェクトを開く

Google Voiceをアクティブにするには、アクション・バーでマイクロフォン・アイコンをタップし、コマンド「開く」とカタログ・オブジェクトの名前(または名前の一部)を言います。たとえば、マイ・ダッシュボードどいうカタログ・オブジェクトを開くには、「マイ・ダッシュボードを開く」と言います。






MobileアプリケーションでのBIコンテンツの操作について

ユーザー・インタフェースがマウスベースではなくタッチベースの場合、アプリケーションの操作方法で大きく異なる点があります。

デバイスの画面のコンテンツ領域で、標準のモバイル・デバイス操作(パンなど)を使用してBIコンテンツを表示することができます。ビューをダブルタップすると、全画面表示になります。デスクトップ・アプリケーションの右クリック機能には、タップ・アンド・ホールド・ジェスチャでアクセスできます。多くのモバイル・アプリケーションと同様、Oracle BI Mobileではコンテンツをドラッグする機能はありません。

Oracle BI Mobileアプリケーションで使用できる各種操作については、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャ」を参照してください。

BIコンテンツの保護に関する重要事項は、「Oracle BI Mobile使用時のセキュリティに関する考慮事項」を参照してください。



ツールチップの操作

BIコンテンツ内でツールチップを表示するには、コンテンツ内で個々のアイテム(グラフの棒など)をタップします

Oracle BI Mobileでツールチップがポップアップのサイズ内に収まらない場合は、「タップ・アンド・ホールド」と呼ばれるジェスチャ(約0.5秒間メニュー・オプションに触れること)を使用すると、ツールチップの全文を表示できます。ツールチップで、メニュー・アイテムのテキストがコンテキスト・メニューの幅に収まらない場合は、そのアイテムをタップ・アンド・ホールドすると、ポップアップが開いて、メニュー・オプションのテキスト全体が表示されます。






BIコンテンツのリフレッシュ

BIコンテンツのビューをリフレッシュすると、問合せが再実行され、コンテンツが更新されます。

BIコンテンツをリフレッシュするには:

	
オブジェクトを開きます。


	
デバイスの画面で下方向にスワイプします。













お気に入りの操作

モバイル・デバイスでOracle BI EEのお気に入り機能を使用して、定期的に表示する、または別の機会に再表示するBIコンテンツをお気に入りに追加します。使用しているデスクトップ版のOracle BI EEからすでにお気に入りを追加している場合は、Oracle BI Mobileを使用し始めるときにそのお気に入りがお気に入りリストに事前設定されます。

「お気に入り」ビューには、デバイスでお気に入りに追加したコンテンツおよび既存のサーバー構成で追加したコンテンツがすべて表示されます。つまり、同一ユーザーに対して同じサーバーに接続する別のモバイル機器を構成すると、同じお気に入りが表示されるということです。

デスクトップのお気に入りとMobileのお気に入りは常に同期されます。既存のサーバーのいずれの場所で変更が行われても、両方のコンテキストで表示されます。

お気に入りの表示中に、そのお気に入りをお気に入りリストから削除できます。

Oracle BI EEのお気に入り機能に関する一般的な情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』の「お気に入りとは」の項とその関連項目を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

	
「Oracle BI Mobileでのお気に入りの追加」


	
「Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期」






Oracle BI Mobileでのお気に入りの追加

BIコンテンツの表示中に、オブジェクトをお気に入りリストに追加すると、そのオブジェクトに後で素早く戻ることができます。

ナビゲーション・ドロワーで「お気に入り」をタップして、「お気に入り」ビューで既存のお気に入りにアクセスします。表示しているオブジェクトをお気に入りリストに追加するには、図3-6に示すようにカードの右上隅のメニュー・アイコンをタップし、「お気に入りの追加」をタップします。


図3-6 オブジェクトのカードのメニュー・アイコンをタップしてお気に入りを追加

[image: メニュー・アイコンをタップしてお気に入りを追加]



カタログ・オブジェクトをお気に入りとしてマークすると、図3-7に示すように左上隅に黄色の星付きでカードが表示されます。


図3-7 お気に入りのカタログ・オブジェクトのカードに表示される黄色の星

[image: オブジェクトがお気に入りであることを示す黄色の星]




カタログ・オブジェクトをお気に入りに追加するには:

	
BIコンテンツを表示している場合、アップ・ボタンをタップして「カタログ」ビューまたは「最近」ビューに戻ります。


	
カタログ・オブジェクトのカードでメニュー・アイコンをタップし、「お気に入りの追加」をタップします。

BIコンテンツがお気に入りのリストに追加され、「お気に入り」ビューに表示されます。





お気に入りを開くには:

	
デバイスの画面の左側から右にスワイプしてナビゲーション・ドロワーにアクセスします。


	
「お気に入り」をタップします。

「お気に入り」ビューが表示されます。


	
開くお気に入りのカードをタップします。




お気に入りを削除する手順は次のとおりです。

	
カタログ・オブジェクトのカードでメニュー・アイコンをタップし、お気に入りの削除をタップします。

お気に入りのリストからBIコンテンツが削除されます。









Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期

お気に入りの同期はログイン時に行われます。モバイル機器からOracle BIプレゼンテーション・サービス・サーバーに接続すると、モバイルのお気に入りとデスクトップのお気に入りが自動的に同期されます。デスクトップからログインしている間に追加したお気に入りは、デバイスに自動的に同期されます。








「最近」アイテムおよび履歴の操作

お気に入りと同様に、最近アイテムのリストもログイン時にデスクトップ版と同期されます。モバイル・デバイスからOracle BIプレゼンテーション・サービス・サーバーに接続すると、モバイル・リストの最近アイテムとデスクトップの最近アイテムが自動的に同期されます。






BIコンテンツの検索

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、アクション・バーを使用してBIコンテンツを検索します。

BIコンテンツを検索するには:

	
アクション・バーで、検索アイコンをタップします。

キーボードが表示されます。


	
キーボードを使用して検索フィールドにカタログ・オブジェクトの名前の一部を入力し、「実行」をタップします。

サーバー上で検索が実行され、検索結果がカードとして表示されます。カードをタップしてBIコンテンツを開きます。









BIコンテンツの共有

アクション・バーでメニュー・アイコンをタップしてBIコンテンツを共有できます。1つのモバイル・デバイスから別のモバイル・デバイスにBIコンテンツを送信することもできます。



電子メール、SMSおよびその他の外部アプリケーションを使用したBIコンテンツの共有

BIコンテンツの表示中にアクション・バーのメニュー・アイコンをタップし、「共有」をタップします。Androidオペレーティング・システムには、電子メールやSMSなどの様々な共有オプションが用意されています。

「電子メール」オプションをタップすると、電子メール・アプリケーションが起動します。電子メール・アプリケーションからOracle BI Mobileに戻るには、デバイスの下部ナビゲーション・バーの戻るボタンをタップします。






近距離無線通信を使用したBIコンテンツの送信

近距離無線通信(NFC)を使用してBIコンテンツを共有できます。NFCを使用してBIコンテンツを共有するには、2つのAndroidデバイスの背面を向い合せます。




	
注意:

ターゲット・デバイスには、共有元のデバイスと同じサーバーへの接続設定および共有するBIコンテンツへのアクセス権が必要です。さらに、ターゲット・デバイスでNFCがサポートされ、有効であることを確認します。









1つのモバイル・デバイスから別のモバイル・デバイスにBIコンテンツを送信するには:

	
共有するカタログ・オブジェクトを開きます。


	
カタログ・オブジェクトを開いたままで、2つ目のモバイル・デバイスとBIコンテンツを表示しているモバイル・デバイスとの背面を向い合せます。


	
1つ目のデバイスでBIコンテンツがサムネイル・イメージに縮小したら、サムネイル・イメージをタップします。


	
2つ目のデバイスでBIコンテンツが画面にポップアップ表示されるのを待ちます。














4 BIコンテンツの操作


この章では、Oracle BI Mobileアプリケーションを使用して、カタログ内で特定のオブジェクト・タイプを操作する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
「分析情報およびダッシュボードの操作」


	
「プロンプトの操作」


	
「マップ・ビューの操作」


	
「Oracle BI Mobileアプリの操作」


	
「Oracle BI Publisherコンテンツの操作」


	
「スコアカードのコンテンツの操作」






分析情報およびダッシュボードの操作

Oracle BI Mobileを使用して、デスクトップ版のOracle BI EEで提供されているビューのほとんどを参照できます。Oracle BI Mobileアプリケーションにおいて、プロンプト、ドリル、アクション・リンクなど、すべての分析アクションを実行できます。データを操作する際にフィルタリングとソートを実行できます。

グラフを操作し、グラフ内でドリルとズームを直接実行できます。

図4-1に、Androidデバイス上のBIコンテンツの例を示します。


図4-1 Androidデバイス上のBIコンテンツ

[image: Androidデバイス上のBIコンテンツ]



ダッシュボードに複数のページがある場合、三角形アイコン(ダッシュボード・タイトルの右下)をタップして、使用可能なページを示すオーバーレイにアクセスし、そのいずれかのページをさらにタップしてナビゲートします。ダッシュボード・ページのオーバーレイ表示の例を図4-2に示します。


図4-2 オーバーレイ表示されたダッシュボード・ページ

[image: オーバーレイ表示されたダッシュボード・ページ]



ダッシュボード内で個々のビューをダブルタップすると、そのビューが最大化されます。個々のビューはデバイスの全画面に表示されます。ダッシュボードから個別に分析を表示するには、その分析をダブルタップして、ビューを全画面表示にします。最大化されていないビューに戻るには、ダブルタップ・ジェスチャを繰り返します。




	
注意:

ダブルタップによるビューの最大化は、ほとんどのビュー・タイプで使用できます。ゲージ、単純なトレリス・ビュー、パフォーマンス・タイルなどは例外です。









ビューをリフレッシュするには、画面を下方向にスワイプします。この機能を図4-3に示します。


図4-3 下方向へのスワイプによるビューのリフレッシュ

[image: 下方向へのスワイプによるビューのリフレッシュ]



ビューをパンするには、スワイプします。ズーム・インするには、ピンチ・アウトします。ズーム・アウトするには、ピンチ・インします。



ダッシュボードに埋め込まれた場合に無効になるオブジェクト

特定のオブジェクトは、Oracle BI EE版のダッシュボード・ページに埋め込まれた場合に、モバイル・アプリケーションでは表示が無効になります。次のオブジェクトは、Oracle BI Mobileのダッシュボード・ページでは表示されません。

	
ポータルのヘッダー


	
レポートのリンク


	
空のホーム・ダッシュボード内の「編集」リンク


	
埋込みコンテンツ(iframe)のビュー


	
「アラート」ビュー


	
「論理SQL」ビュー


	
「セグメントの作成」ビュー


	
「ターゲット・リストを作成」ビュー


	
ブリーフィング・ブック


	
「フォルダ」ビュー









表、ピボット表およびトレリス・ビューの操作

Oracle BI Mobileでは、表内およびピボット表内のセルをタップすると、デスクトップ版のOracle BI EEでマウスの左クリックをした場合と同じアクションが行われます。右クリックのアクションについては、Oracle BI EEで使用可能なアクションと同じものをOracle BI Mobileで使用できます。ただし、モバイル・アプリケーションではマウスの右クリックのかわりにタップ・アンド・ホールド・ジェスチャを使用します。




	
注意:

モバイル・デバイスでは右クリックは使用しないため、このガイドでは「右クリック・メニュー」を「コンテキスト・メニュー」と呼びます。









たとえば、データをソートするには、列ヘッダーをタップ・アンド・ホールドするとデスクトップ・アプリケーションの右クリック・メニューのモバイル版にアクセスできるので、「ソート」を選択します(図4-4を参照)。


図4-4 マウスの右クリックのかわりに使用するタップ・アンド・ホールド・ジェスチャー

[image: マウスの右クリックのかわりに使用するタップ・アンド・ホールド・ジェスチャ]



表、ピボット表およびトレリス・ビューでは、分析の「プロパティ」ダイアログで「データ表示」が「固定ヘッダー」に設定されている場合(図4-5を参照)、1本指のドラッグ・ジェスチャーを使用して、データをあらゆる方向にスクロールできます。


図4-5 固定ヘッダーの「データ表示」プロパティ

[image: 固定ヘッダーの「データ表示」プロパティ]







グラフの操作

Oracle BI Mobileとデスクトップ版のOracle BI EEとでは、グラフに対するユーザーの操作が異なります。

デスクトップ版のOracle BI EEでは、マウスを使用してアクションを開始できます。たとえば、マウスの左クリックでドリル、アクション・リンク、マスター詳細などを行い、マウスのホバーでツールチップを表示します。

Oracle BI Mobileでは、ユーザー操作がマウスベースではなくタッチベースであるため、ジェスチャによってアクションを実行します。



グラフ内でのツールチップの表示方法

タップ・ジェスチャによりツールチップを起動します(デスクトップ版でマウスをホバーするのと同等)。また、このツールチップには、デスクトップ版の左クリック・アクションを開始するボタンが含まれています。

グラフ・マーカーに表示されるツールチップとメニューには、グラフ・データにアクションを実行するためのレイヤーがあります。マーカーに対して使用できるアクションが1つしかない場合は、そのアクションのボタンがツールチップ・レイヤーにすぐに表示されます。複数のアクションを使用できる場合は、ツールチップ・レイヤーに「オプション」ボタンが表示されます。

図4-6に、グラフに表示されるツールチップを示します。

ツールチップを閉じるには:

	
次のいずれかを実行します。

	
グラフ内の空白の領域をタップします。


	
別のグラフ・マーカーをタップします。(これにより、新しいツールチップが起動します。)







グラフ内の指よりも細い棒をタップしてドラッグする場合など、場合によっては、隣接する棒にツールチップを少しずつ移動して、必要なツールチップが実際に表示されるようにする必要があります。

ツールチップを移動するには:

	
隣接した棒にツールチップをドラッグします。

ツールチップを移動した棒の値またはアクションがツールチップに表示されるようになります。





図4-6 グラフ内のツールチップ

[image: グラフ内のツールチップ]







グラフ、ファンネル・グラフおよびゲージ内での凡例の表示方法

グラフ、ファンネル・グラフまたはゲージの凡例の表示方法は、モバイル機器とデスクトップ版で異なります。

	
デスクトップ(グラフまたはゲージの形式はFlash)では、凡例リストはスクロール可能になり、凡例テキストは折り返されません。


	
モバイル・デバイス(グラフまたはゲージの形式はPNG)では、凡例リストはスクロール不可になり、凡例テキストは折り返される場合があります。











パフォーマンス・タイルの操作

パフォーマンス・タイルは、Oracle BI Mobileで他のビューと同じように機能します。また、モバイル・アプリケーションでは、デスクトップ版のOracle BI EEと同じように表示されます。Oracle BI Mobileでパフォーマンス・タイルを操作するには次のようにします。

	
パフォーマンス・タイルをタップして、パフォーマンス・タイルのアクション・リンクにアクセスします。


	
パフォーマンス・タイルをタップ・アンド・ホールドすると、ツールチップの全文が表示されます。











プロンプトの操作

Oracle BI Mobileでサポートされるプロンプト・タイプには、列プロンプト、変数プロンプトおよび通貨プロンプトがあります。テキスト、ラジオ・ボタン、チェック・ボックスなど、ほとんどの入力オプションがサポートされています。



Oracle BI Mobileでのプロンプトの外観

図4-7に、Oracle BI Mobileのプロンプトを示します。


図4-7 Oracle BI Mobileのプロンプトの例

[image: Oracle BI Mobileのプロンプトの例]









マップ・ビューの操作

この節には、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業に関する項の補足事項が記載されています。Oracle BI Mobileアプリケーションではマップの操作方法が異なるため、この節ではその違いについて説明します。Oracle BI EEのマップ・ビューでの作業に慣れていない場合は、まず『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業に関する項に目を通してから、この項のジェスチャを習得するようにしてください。

Oracle BI Mobileには、モバイル・デバイス用に最適化されたインタラクティブなマップ・ビュー機能が用意されています。

デバイス上でマップを操作するには、次のタッチ・ジェスチャを使用します。

	
ダブルタップ。マップを単一の視覚的要素として画面全体に表示するには、マップをダブルタップします。


	
パン。パンを行うには、1本の指でマップをドラッグしながら回転させます。


	
ズーム。ズームを行うには、標準的な2本指のジェスチャを使用して、つまんだり広げたりします。


	
ドリル。オプション付きのポップアップをドリルまたは表示するには、シングルタップを使用します。


	
スライダ・フォーマットのしきい値の変更。スライダのしきい値のテキストを編集するには、テキストをタップしてからキーボードを使用します。


	
フォーマットの表示/非表示。フォーマットの表示/非表示を切り替えるには、フォーマットをタップして選択/選択解除します。







	
注意:

操作できるのは表示されているフォーマットのみです。どのフォーマットを使用するのかを変更することはできません。









図4-8に、マップ・ビューを示します。


図4-8 マップ・ビューの例

[image: マップ・ビューの例]



マップの凡例を表示できます。

マップ凡例を表示するには:

	
「凡例」アイコン(図4-9を参照)をタップします。


図4-9 凡例アイコン

[image: 図4-9については周囲のテキストで説明しています。]





「場所」機能を使用すると、現在の場所をマップ上で確認し、その場所にピンを置くことができます。

場所を表示するには:

	
「場所」アイコン(図4-10を参照)をタップします。


図4-10 「場所」アイコン(非アクティブ状態)

[image: 図4-10については周囲のテキストで説明しています。]



	
アプリケーションで場所の使用を許可するかどうかを求められたら、「許可」をタップします。

アプリケーションが場所を検索している間、「場所」アイコンは非アクティブになります。

場所を特定できた場合は、デバイスで計算された現在の場所の位置にピンが表示されます。

場所を特定できない場合は、メッセージが表示されます。




場所のピンを削除するには:

	
ピンをタップします。


	
「削除」をタップします。









Oracle BI Mobileアプリの操作

Oracle BI MobileアプリはOracle BI Mobileアプリケーションで表示できます。モバイル・アプリは他のBIコンテンツと同様に「お気に入り」、「最近」および「カタログ」ビューにカードとして表示されます。Oracle BI Mobileアプリのカードをタップするとモバイル・アプリが起動し、そのアプリ内をナビゲートできます。Oracle BI Mobileアプリケーションに戻るには、下部ナビゲーション・バーのデバイスの戻るボタンをタップします。

Androidフォン上のOracle BI Mobileアプリの表示の例を図4-11に示します。


図4-11 Oracle BI Mobileアプリ

[image: Oracle BI Mobileアプリ]







Oracle BI Publisherコンテンツの操作

Oracle BI MobileアプリケーションではOracle BI PublisherコンテンツはPDF出力として表示されます。Oracle BIプレゼンテーション・カタログからレポートを直接開ことができます。デバイス上の各種アプリケーションからPDF出力を開くアプリケーションを選択できます。






スコアカードのコンテンツの操作

Oracle BI Mobileアプリケーションでダッシュボードにスコアカードのコンテンツを表示する方法は、デスクトップ・アプリケーションで表示する方法とほぼ同じです。ダッシュボードにスコアカードのオブジェクトが埋め込まれている場合、スコアカードのコンテンツのすべてのビューを完全にインタラクティブな方法でモバイル・デバイス上に表示できます。KPIウォッチリスト、スマート・ウォッチリスト、カスタム・ビュー、戦略マップ、戦略ツリー、KPI貢献ホイール、原因と結果マップを表示できます。




	
注意:

モバイル・デバイス上でのインタラクティブな使用方法では、モバイル・ユーザーがカタログからファイルを直接開くようにするよりも、スコアカード・ビューをダッシュボードに埋め込むことを強くお薦めします。









Oracle BI Mobileで表示されるスコアカードの場合、コンテキスト・メニューのオプションのサブセットを使用できます。ウォッチリスト内のコンテキスト・メニューまたはダイアグラム・ノードのコンテキスト・メニューにアクセスするには、タップ・アンド・ホールド・ジェスチャを使用します。

KPI貢献ホイールは、ダッシュボードでの表示および操作ができます。スコアカード図、KPIウォッチリストまたはスマート・ウォッチリストでKPIノードをタップ・アンド・ホールドして、「KPI貢献ホイールとして表示」をタップします。

スコアカードのすべてのグラフィック図(KPI貢献ホイールを除く)をズーム・インまたはズーム・アウトするには、ピンチ・ジェスチャを使用します。KPI貢献ホイールでは、ピンチ・ジェスチャを使用すると、表示される同心円状の輪の数を増減できます。

図4-12および図4-13に2つの戦略ツリーを示します。1つ目はデスクトップ版のOracle BI EE、2つ目は戦略ツリーをOracle BI Mobileで表示した場合の戦略ツリーです。


図4-12 デスクトップ版のOracle BI EEで表示した戦略ツリー

[image: デスクトップ版のOracle BI EEの戦略ツリー]




図4-13 Oracle BI Mobileの戦略ツリー

[image: Oracle BI Mobileで表示した戦略ツリー]










A Oracle BI Mobileのユーザー・インタフェース・リファレンス


この付録には、Oracle BI Mobileアプリケーションで使用されるユーザー・インタフェースの各アイテム(アイコン、ボタンなど)に関する参照情報とグラフィックが記載されています。

表A-1では、Oracle BI Mobileアプリケーション内のアイコンやボタンのうち、このガイドで参照されていて、アプリケーション・ユーザー・インタフェースのラベル表記がないものを示します。




	
注意:

Oracle BI Mobileの操作に使用するAndroidデバイスによっては一部のボタンはハード・キーであったり、ソフト・キーであったり、仮想ハード・キーであったりします。










表A-1 Oracle BI Mobileで使用されているユーザー・インタフェース・グラフィック

	アイコン	名前
	[image: 追加ボタン]
	
追加ボタン


	
[image: 設定アイコン]


	
設定アイコン


	
[image: 戻るアイコン]


	
戻るボタン


	
[image: ホーム・アイコン]


	
ホーム・ボタン


	[image: 履歴アイコン]
	
履歴ボタン


	
[image: メニュー・アイコン]


	
メニュー・アイコン


	
[image: アクション・バーの戻る矢印]


	
アクション・バーにOracle BI Mobileのアプリ・アイコンとともに表示されるアップ・ボタン(左向きの山形)


	
[image: アクション・バーのナビゲーション・ドロワー・リスト・アイコン]


	
アクション・バーにOracle BI Mobileのアプリ・アイコンとともに表示されるナビゲーション・ドロワー・インジケータ


	[image: 「検索」アイコン]
	
「検索」アイコン


	[image: マイクロフォン・アイコン]
	
マイクロフォン・アイコン


	[image: 「凡例」アイコン]
	
「凡例」アイコン












 
B Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャ


この付録では、Oracle BI Mobileの各種機能にアクセスする際にモバイル機器上で使用可能なジェスチャについて説明します。

表B-1に記載されているタッチ・ジェスチャを使用してOracle BI Mobileを操作します。


表B-1 Oracle BI Mobileの操作に使用するジェスチャ

	ジェスチャ	実行方法	主な機能
	
タップ

	
1本の指で画面をタップします。

	
通常、このジェスチャはデスクトップ版のアプリケーションの左クリックに相当します。

グラフ内の棒(または他のマーカー)をタップすると、対応する左クリック・アクションのボタンを含むツールチップ(デスクトップ版のホバーに相当)が表示されます。

コントロールやアイテムを選択または押すには、そのコントロールまたはアイテムをタップします。


	
タップ・アンド・ホールド

	
任意の領域をタップし、指をその場所に置いたままにします。

	
表、ピボット表またはトレリスでタップ・アンド・ホールドすると、使用可能なオプションまたはツールチップのリストにアクセスできます。

スコアカードで、スコアカード図のノードまたはウォッチリスト表のセルをタップ・アンド・ホールドすると、コンテキスト・メニューにアクセスできます。

ツールチップで、メニュー・アイテムのテキストがコンテキスト・メニューの幅に収まらない場合にそのアイテムをタップ・アンド・ホールドすると、メニュー・オプションのテキスト全体が表示されます。


	
ダブルタップ

	
素早く2回タップします。

	
ビューでダブルタップすると、ビューが全画面表示になります。

スコアカードで、スコアカードの戦略貢献ホイール内のノードをダブルタップすると、図がそのノード上で再フォーカスされます。


	
ドラッグ(1本指)

	
1本の指でドラッグします。

	
ビュー全体をパンするには、1本の指でドラッグします。

マップ内でパンするには、1本の指でドラッグします。

グラフ内でツールチップを再配置するには、ツールチップをドラッグします。(次のグラフ・タイプではツールチップのドラッグはできません: 折れ線棒グラフ、円グラフ、パレート・グラフ、散布図、バブル・グラフ、ゲージ、ファンネル・グラフ。)

リストまたはメニューをスクロールするには、上方向または下方向にドラッグします。

データ表で上、下、左または右方向にドラッグするとスクロールします。

ダッシュボードでドラッグするとスクロールします。


	
ドラッグ(2本指)

	
2本の指でドラッグします。

	
スコアカードでウォッチリストをスクロールするには、2本の指でドラッグします。

ドロップダウン・リストをスクロールする際に1本指のドラッグが機能しない場合は、2本の指でドラッグします。


	
フリック

	
画面内で指を素早くフリックします。

	
素早くフリックすると、スクロールまたはパンできます。


	
ピンチ

	
2本の指でつまむまたは2本の指を広げます。

	
マップ内でピンチすると、ズーム・インまたはズーム・アウトします。

ほとんどのスコアカード図では、ピンチすることでズーム・インまたはズーム・アウトできます。

スコアカードの戦略貢献ホイールでは、表示される同心円状の輪の数をピンチによって増減できます。


	
スワイプ

	
右または左方向に素早くスワイプします。

	
リストでアイテムをスワイプすると、そのアイテムが削除されます。












 
C Oracle BI Mobileのアクセシビリティ機能


この付録では、Androidのアクセシビリティ機能を使用してBIコンテンツを表示および操作する方法について説明します。

この付録の構成は次のとおりです。

	
「Androidのアクセシビリティ機能とOracle BI Mobile」






Androidのアクセシビリティ機能とOracle BI Mobile

Oracle BI Mobileでの作業の際、Androidオペレーティング・システムのアクセシビリティ機能を利用できます。Androidデバイスには、視覚、聴覚および微細運動機能の領域の補助機能が用意されています。

Oracle BI Mobileには、次のネイティブAndroidアクセシビリティ・オプションが使用されています。

	
Talkback。タッチ、選択およびアクティブ化の内容を説明する音声フィードバックを提供します。


	
拡大。ズームのためのトリプルタップ・ジェスチャおよび一時的拡大のためのトリプルタップ・アンド・ホールド・ジェスチャがあります。


	
大きいテキスト。画面上のテキストを大きくします。




デバイスのアクセシビリティ設定にアクセスするには:

	
デバイスの画面の右上から通知バーをプルダウンし、設定アイコンをタップしてデバイス設定にアクセスします。


	
「システム」セクションにスクロール・ダウンし、「ユーザー補助」をタップします。
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